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豊 橋 市 教 育 委 員 会 

第３回 総合教育会議 

日 時 令和７年 11月 14日（金）午後２時 00分～２時 55分 

場 所 市役所東館４階 政策会議室 

構成員 長坂 尚登  市長        原田 憲一 教育長 

中島 美奈子 教育委員      渡辺 嘉郎 教育委員       

内浦 有美   教育委員           西島  豊 教育委員        

事務局 山本 誠二  財務部長      石川 和志 教育部長 

林   真也   財政課長      鈴木 大介 教育政策課長    

伊丹 浩之   学校教育課長    加藤 友治 教育会館長 

豊田 雅樹   学校教育課指導主事 

ほか ８名 

その他 傍聴人  ８名 

                    

議 事 日 程 

 

□協議事項 

１ チーム学校について 

 

     

 

 

□連絡事項 

次回開催日程 令和８年２月 13日（金）15：00～ 
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（教育部長） 

ただいまから、令和７年度第３回豊橋市総合教育会議を開催いたします。お手元の次第

に沿って進めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。本日の協議事項は、

「チーム学校について」です。それでは、資料１を事務局から説明してください。 

 

協議事項 

 １ チーム学校について 

■学校教育課指導主事 協議事項について資料説明 

 

（教育部長） 

  それでは、説明に対する皆さまのご意見などをお聞かせいただければと思います。 

 

（渡辺委員） 

  世の中が変化していく中で、教員に求められる役割が増えているとのことですが、人を

増やせばお金もかかりますので、増員と並行して、ほかの負担軽減の方法を検討する必要

があると思います。コミュニティ・スクールの導入により、地域の人が学校運営に加わる

ことで少し改善するかもしれませんが、まだ始まったばかりなのですぐに効果は見込め

ないと思います。 

 

（中島委員） 

  学校が抱える課題が複雑化・多様化しているとのことですが、幼児教育でも保育士だけ

ですべての課題に対応するのではなく、様々な職種の方が現場に入ることで、役割分担が

進んでいます。心理や福祉に関する専門スタッフがいることで、学校が子どもたちにとっ

て安心して過ごせる場所になってくれることを願います。 

 

（西島委員） 

  教員の方々が本来の役割を果たせるようにしてほしいと思います。ただ、私も人員を増

やしていくことと同時進行で、人がやらなくてもよいことはＩＣＴを上手く活用して効

率化・省力化できないか検討し、学校でもＤＸを進めながら諸課題を解決する必要がある

と思います。 

 

（内浦委員） 

  説明を聞いて、学校は多くのものが求められすぎていると感じました。ただ、保護者の

立場に立つと、仮に豊橋市の教育で全国平均に届いていない水準のものがあるなら、そこ

に届くように改善して欲しいと思いますし、人を増やすことができないのであれば、課題

を解決できるようなプロジェクトを立ち上げるようなことをしていただきたいです。Ｄ

Ｘについては、教育委員会だけでなく市全体で改善に向けた取り組みを進めていただき

たいと思います。 

  

（原田教育長） 

  チーム学校は、あくまで子どもたちのために行うことです。昔は担任が一人でやってい

ましたが、今はとても困難です。教育の地域展開により、公も民も一緒になって子どもの

将来のために課題に取り組むようにしていかなければなりません。これにより、教員は授

業や、子どもと相対する時間を今以上に確保することができます。それ以外のことは様々
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な手段を使って、知恵を絞って改善していくしかないと思います。すべては子どもに還っ

てきますので、子どもたちのためという軸をずらさないようにしていきたいと思います。 

 

（市長） 

  説明を聞いて、こうなったら良いなと思いましたし、人手をかけるほど子どものために

なるだろうとは思います。一方で、市の予算には限りがあります。一つお伺いしたいのは、

今回チーム学校の資料で示された職種の中で、特に必要なものは具体的にどれだと思わ

れますか。委員のみなさんの個人のご意見で結構ですから教えてください。 

 

（渡辺委員） 

  例えばタブレットの活用は今後も増やしていくということであれば、ＧＩＧＡサポー

ト会計年度任用職員は必要だと思います。 

 

（中島委員） 

  教員業務支援員は必要だと思います。授業以外の部分で教員の事務的なサポートを手

厚くしていただきたいです。 

 

（西島委員） 

  例えばＧＩＧＡサポート会計年度任用職員は、国の基準にはまだまだ足りていないた

め、業務改善やＤＸをプロジェクト化していけないかと思います。私からは、特にこの職

種が必要というのではなく、人を増やす以外の取り組みも進めてほしいと思います。 

 

（内浦委員） 

  職員の方が一番現場をよくわかっているので、全部絶対に必要と言いたいです。 

 

（教育部長） 

  チーム学校につきまして、様々なご意見をいただきありがとうございました。 

  それでは、本日の会議の総括を市長にお願いしたいと思います。 

   

 

（市長） 

  本日は「チーム学校について」を協議させていただきました。教育委員の皆さまがどの

課題に特に問題意識をもっていらっしゃるか、忌憚のないご意見を聞かせていただけて

よかったです。 

 

 

連絡事項  

 ・次回開催日程 令和８年２月 13日（金）15:00～ 

 

（教育部長） 

以上で、令和８年度第３回豊橋市総合教育会議を終了します。ありがとうございました。 


